



















返りJ，学校図書は読むこと に関わる教材では 「ついた力をたしかめようJ，話すこ と・聞くこと


















































































































































世界らをくひ 写真メデとィ言ア漢・がリテ生ラみシ出一す入t門世界ー -写真と文章の関係を考え、読み手に対する効果を考える。 読むこと
芸術作品の1ti1童文を容〈
卜'.t!語I芸zも拠句術晶つ織.ZのrP年の明意構品EポU書味カ成L室イらやfこンし受λ穣トてと闘声ナ二た語2女従印宣2っ喰僚現てE多露をZの塞崎従4特軍ぐ鑑問徴二を賞問主縫こ文F意っ聞しこi.すま。てそると」自.のめ分るwエσ夫考やえ効を果 芸緩傑稲作を明品憶かにら安してけた文印章象をを書し鑑賞口文にまとtι ロ 書〈こと河童と縫
を 語悼作f難も権つ品句鍵敏，のの寸の口意納繍7..ボ味成イや町Jn展援ト二j必開戸t二I裂従E表なっ樋現内て鎖の容z.措特や君主に穐嗣を詮l擁=意つ献をしい醐す、てるそ自.すの分る工ロの.夫考や口え効を果を 続議む7こ」とt 表ち現に立オツベルと象
行事などの案内文を書く 警くこと
!;菓字の広場2菌数と活字の字体



































-成長するとは伺かについて考える。 考えることができた。風呂場の散~-絞&-物諮 考える力 読むこと-会話表現の特徴と効果を促える。 成長や自立について考えることができた。
知」言心i企葉厳益理のや企の妓力重変能盗化人物QLli_え方についてま日ることができた。
心理 を表す表現を捉えることができた。












































































考語えりる手力が伝えようとしたことを捉えることができた。 続むこと竹取物i吉 -内容を1m角号して音筏し、 のリズムを味わう。
知内i設容や理技解能を踏まえて音読することができた
言資葉場の人力物や語り手のi重いを捉えて音読を工夫することが








まなちゃんの道 -自己との向lのき特合長いや方意をf考え~!足るえ。-回想表現 毅をえる。 言考知言筆で自誌葉えき者分るの1やたがをの力カ後著あ自書能〈分りζ剤¢止子の師室供時時す司代こるつを言どい葉うて押疑考えええてるるいζζると酬かb説ででき明仲たす.るζとが 読むこと
エー ミールへのf僕Jの思いを表現に却して説明することが
少年の日の思い出 -他者と関わ造る自己物を考関え係るを。促-諮りの檎から人間 える。



































































































































































主音楽と向 新しい短歌のために 孟調翠考義者星え鍔の主を譲色も器のめのる7見些方やE表-現のしかたなどを読み隊わい 読むこと
言葉の力 ての筆者の意見を読み取り、自分の 読むこと i考
口図芸書館やイン-'jlー ネy卜を利用して、本にE認する情報を
銃を鐙撃か生に活 二年一絡のお薦め三十五儒 -本雑に草草隠すする理る情由報がを伝多わ憾るなよ方法で鎮める。うに、表現や構成を工夫する。 口集推め詳言たすかる。理由が読み手に伝わるように、表現や機成を
読むこと
工夫したか。
作読品みのに取味描構るわか成。うれやてままい場る人優物しのさ描や写温にか売さを目して、人柄や心慨を -登場人物の人柄や心機をどんな錨写に務呂して捉えた盆土1ft などを、表現に即して か。
読むこと
-どの土器商のどんな表浅から、後しさや，孟かさを感じたか。













-ど作ん者なのこもとのにの気晃を方つ・け考てえ文方章にをつ朗い読てし、たかの心を訪 仁和「徒寺fにある法師 どんなことを感じた 読むことねる - 然草」から か。
ー;主務特有の邑楽遣いや調子はどんなと」ろい表れていた
一読む一こ一こ一左とl漢詩のJ!l1費 か。-それぞれの漢詩から、どんな鱗紫や心情を読み取ったか




















鍵 -言j足葉えの意味を考えながら、作者が符に込めた思いをる。 読むこと i
関係をi居 I"o""~;n..，.，."_，，."'/・8分の意見(l工場)1ー そって投書喜s21l堅苦撃し 卜自分の意見(3工場)1こそって投書Hc惑を響く。ロ|新聞の投議記事を響く i 』 | 喜善くことり起こす| |・「構成の型 l手用いて、文章存型詳し 卜「構成の書記」を用いて、文章を聖書く。口i貯の広場1まちがえやすい 1 ，，" "' ~~~ u=. ~.，，_， ，''''~，-_， ，~~=An+，~ ~ 7 似ト形やまちがえやすい，貯についての理解をト似たおやまちがえやすい，韮字についての理解を深める。.~~漢字 1 ，_.，-'" '~-'/ 'C， ，v =， ，-_v _V ，_~~C ，~W~O 深める。 口 主言語
I." .，_~>" 1.さまざまな方法で集めた情報の中から適切なものを選び、 1，さまざまな方法で集めた情報の中から適切なものを選び|夢を銚ぶ !' s..，~~:.::~).:.~ \..L;;R;:~I_I Fl 'f<<V/"T"IJ'?Jl.S'OJ'd-1JV.l'c!:).o:V'， 、 i談むこと







感想を交流する。 1 [5怒を交流する。ロ ー |読むこと
・人物の錨写や人称代名問に務包し、その役富1Iや効果 卜人物の治:J3:や人称代名詞に諸国し、その役割や効果1:
つめる について理解を深めるの !ついて淫解を深める。 口
写真から物E捌作する 1:諮位協22tミ鵠説弘?;伝える。語雪2匙h協2奇訟fミ是、で昆拡も苛詮?令:{去JE忌る。 口 i昨繋甑杭くιこ
，漠菓字の広場3;漠葉字の多毅f性生 ト，韮字の多薮性についてi淫里解をi深奈める。 1 漢字の多号室牲について澄解寺深める。 o L~主主ζ主
1.登場人物の言動や心情について話し合い、作品の途解を 1・登場人物の言動や心機について話し合い、作品の理解を







伝統を見表現を健かめながら1 容について自分の考えを ト表現を確かめながら、内容について自分の考えをいだす I___~_~ ， -~， ，_ .1 ::，:.~.，';:::，"~，~，" _..，，"'--. --..-' ，，-~ 







;童文の表現に綴れる白 1 ;典文の表現に慣れる。 口
・絡手や毘約lこ応じて、お礼の手紙を惑く。 l'棺手や包約に応じて、お礼の手総を欝く。 口










をまとめる。 Iをまとめる。 ロ i読むこと
・文章の梢成や展開、表現の仕方を確かめながら、筆者の 卜文章の織成や療問、表現の仕方を確かめながら、筆者の | 
考えの穏健を明確にして読むの |考えの根犯を明確にして読む。 口 | 
212いて自分の考えと |喜説話高官iLみお混と上円。 12部品五味Lゐ品鵠佐官る。 G 立
1.筆者の主張に対する意見文を穫し 卜筆者の支5&に対する意見文を警〈。口
意見文を読み合う 1.互いに読み合い、文章の表現手高める。 1.互い!こ読み合l.¥文奪の表現手高める。 口
i-宝章者のものの見方や考え方を捉え、知機や体験と |筆者のものの見方や考え方を!)Eえ、知識や体験と関連 1 
議くこと
l学ぶカ |関連づけて自分の考えをまとめる。 Iづけて自分の考えをまとめる。 ロ i続むこと
自己と対| 1・文章全体と部分との関係や、例示などの効果を捉える何 i・文章全体と部分との関係や、例示などの効果を促えるの ロし一
話する l四コマ漫画から意見文を怒く r宣告23主22221T53ZZM航。 ig総長22221T5124f文ヂ。ロ 恒三
レモン表敬 卜諮りかける言葉に向き合って‘思いと向き合う。~読むこと
漢字の広場4Iiil音の漢字 卜向者の漢字についての理解手深める。 ト同音の渓字についての理解を深めるの 口 !蓋盆





















理解を深め、自分の考えをもっ。 Iを深め、自分の考えをもっ。 ロ |読むこと
・4苗写や人称の使い分けなどに精§し、人物像や心情を 1.犠写や人称の使い分けなどに潜呂し、人物像や心情を | 
君主すうえでの役割|や効果壱捉える。 1 表すうえでの役割jや効果手錠える。 ロ |一一ー-
52Z22222E45J42uzーする。 I詳222!とら昌弘おなすもする。ロ|自在
・方言と共通認の特徴についてま日る。 I方言と共通語の特徴についてま日る。 口 言経
-I3し玄菜と芸書き言葉の、それぞれの特徴手捉える。 ト話し言葉と袋き言葉の、それぞれの特徴存捉える。 口 i言務
敬おのはたらきや特徴について知る。 1 敬語のはたらきや特徴について知る。 口 !室経
日常生町使う言葉をいつもと違った筏点から捉え直す。|誤E7管言葉乞いつもと選った4州、ら |竺
活用のない自立話を理解するの |活用のない自立語を理解する。 口 |言語
・照奮の，舌照と極類・用j去を理解する。 ト照蓄の活用と種類・用法手理解するe ロ |蚤i呈










































































花いちもんめ -運政命組に抗技う法生とき特方色について考える。 段むことの を促える。
見iE漁Zすを深・聞めく2対立した立場で意
を るディベートによる討 -意見を深める方法を知り、実践する。 絡間すくこことと






















宇宙が叫ぶー焚鎚・歓喜 筆者の発想と表現を貝つめ、芸術創作について考える。 考知聞筆省時立え医震者るやのカ出力開釜発能忽飯時を創E作E間すの富妥議勢ーつをにい従つγえいaる町てこ口考とえがる問でこき~た"h弁. できた
























































1泊2すこと・づ ことをノー トにメモして 〈こと
-233-
主材名亙笠主主(3年)



























































手 チを E吉 手や目的を1主i議して、資 を お聞すくこことと・
する 工夫したりする。
-筆説考者明えiのEも科頗つ序学。的やな図ものの使のい見方方にや精考白えして.内容を捉える。月の起源を探る 方について、自分の ・ 読むこと
視を広車主力的な紙面を作ろっ』 ふてさ 設の形態や素材をi怠ぴ、総iIii機成を ま
整える。
f恕いのリレーJに加わろう ・現代のメディアの特徴を知り、情報発信の意殺と注意点を 続むこと
言葉を完機勝伺吋爪νJ司吋白随脇佳位 週『ニL…医批れ者、訴ま俳σすで句もるの《Z言詰世の葉寄見界j生方=三視やつ舌を略しLむ復し.り方のi 表現のしかた伝どを続み味わ 肢むこと
つめる f批評』の言葉をためる ・ 筆者の考えを読み取り、自分 読むこと
読書生活未来の私にEデおザ薦めの本 '._"Il..d--¥...:V.liiJi:w.:z.1舌をi長返り、本との関わり方について 口銃密記録などを娠り返り、自分の銭若手生活について分析
を豊かに読警生活を インしよう ・今考後え読る。みたい本について考えを広げる。 ロ読しみたかたい。本を挙 If、今後の~li寄生活について考えたか。 読む』と i
-比臓や象徴的な表現に務告し、作者のものの見方や ・作者のものの見方や考え方l立、 と.んな表現に表れていた















rb'l車JI主句、表か現らや、芭文蕉体のにどと.んのような特徴が方あやっ!袋たじか方。をりつ 変革-rおくのほそ道jから -文章や俳 なものの.\'I_7Jt->!(!!;L:15~ j足え 読むこと
たか。
軍医者の考えを表す語句や捻1ilの展開に精巨して、ま殺を
作られた「物語Jを越えて j)Eえる。 -筆者はどのような文手章)1自中での主ど張のを部導分きに出表しれてていいたか。 1mむこと筆者のものの自見分方のや考考ええを方もをっ踏。まえて、人間‘社会、自然 -筆者の主張l立、 たか。
などについて
-社会生活の中か案ら課を題すを見つけ、その解決に向けて
認し合って1皇家をまとめよう 説得力のある縫 る。 認!湖すこと・論旨をIJi'課題解決に向けて会議を1M< -Rilし合いが効果的に展開するように進行を工夫し、渓lfIiの くこと
えて 解決に向けて互いの考えを生かし合う。
社会生活の中から関心のある事柄を決め、観点在立てて
説得力のある文章を警こう 分析し、考えを深める。 響くこと批評文を書く 捻E里の展開や表現のしかたを工夫し、説得力のある文章を
怒し
三年間の学びを綴り返りながら自分の考えを，奈め、4脅成を













歴史をひ 無?童館の青春 -13分的のに考応えじをて深本めやた文りす章るなどをロ読み、知織を広げたり、自 li'tむ、こと
らく
情ー報メデをィ編ア集にすひるそしむか意け図ー 問ーの新倒記事・テレビニュースの報道を比較して読む。 読むこと
事f対し歴例て葺す史tのるぼのる葺取自詑復分り夜惚原上古の』容げ意市の共方価見手有やを随直遥もとる面っはへ克.ど方のロの吉0よ工百ラ夫万なをこ吉縫とEえかZ筆者の考えに歴史は失われた過去か 銃煮 IJl起 読むこと










































話す-，訊<1世界に屈ける言葉 寅説の仕方を考えて実践する。 2m すこと-パブリック スーピーキング くこと
f盆手 -・歴モチ史ーのフ中のの使生いを方考のえiる皇い。から意味や心耳Eを捉える。 読むこと




存在 自己の意味味をを考促える。-風車IJの1ま える。 読むこと
緩い雨 -・5認2i滋車を力超のえ限た界体に験つをいtてE述考すえるる方。法を捉える。 読むこと
























発見する言葉ー枕草子 -発見を促し感受性を広げる言葉の力を従える。 考言え采るの力力や富来の共有について体験に却してl足えmす 読むこと.i言葉を共有する喜びを提える。
知こ体識と験や由にf技で即能きしたて。盤き、交流することができた
言;~葉E寺のの力展開を踏まえて音読を工夫することができた。























故郷 他人者物とや共恩有紫しの得変る化未に来象へ徴のさ騒れいたを時考代え状る況。を捉える。 考知会I他え識私うのるやjこの視カ筏と「点が能希かで望らきJ作たf願品. い」について考えることができた 読むこと
を;足えE立すことのよさを感じることが
世界 t立















輪開のHコや毘白Jを事こは4t注M足ょ揚元意コA民し物日ての本箔輔とカ西洋rの万の支を3齢<:制点るe僚の文化 .~伊iの提自示の{士 化の違いi二 読むこと
ついて分の意





J c. Uf_己 惑いた文章を読み返し、語句の使い方、構成、引用の仕方 気 いたことをノー トi二メモし
俳語毅な句勾;.'1鶴のの一明さ意瓜まり岡lややて表符文現日惚章のを全効古併望果解を存し郡考てええる作な品の肉容t句を¢促世え界るa










合企意画を会形議成 課題を解決する したり 呂擦づをもう一度確認しながら学お習きをま振しりょ返うり。、学んだことや E関苦すこと




口和議古見散文方の面のや形雨儀考式礼えEたや方表を百現終やのえ五る文特。体徴でのを縫え その効果にて いて理鋭索などに注意して、古文を読み、作者のものの 。 古文を読み、作者のものの
古典に学
おくのlまそ道 -古見文方のや後考れえた方表を現捉えやる文。体の特徴に清白しながら、作品を 読むことゐ、 。 特徴に務目しながら、作品を
益j翼文金の遼響金き主やL リズムi、注意しながら読み、孔子のものの 口益，菓文金の室草企壁きゑやiリズムに注意しながら読み、子L二子のものの
2古語
















作閣割評見品き価方取を安すやきっ定る考たっめえか内J方Rけ容をとを深し車めて種罪るし伺.たじり作肝者価のL本たやリ文書質おどを読み 口 て 同じ作者の本や文章などを銭み 読むこc:
して、自分のものの 呂をもうー り学んだことや自喜善ちと
|名
丸、
自約や課題に応じて文章を集め、効果的な形態をilび、 気襟づいたこと度をノ確ー認トしになメがモらし学てお醤きをま!Ifiしりょ返う。》 く」ーと
適切な墜成を工夫する。~
